
一
人
芝
居
な
ら
で
は
の

“

膨
ら
ま
せ
方”

―
 

朗
読
劇
な
ら
で
は
の
難
し
さ
、
面
白
さ

は
ど
こ
で
し
ょ
う
？

今
ま
で
様
々
な
役
を
演
じ
て
来
ま
し
た
が
、

こ
の
舞
台
で
は
全
て
を
た
っ
た
一
人
で
演
じ

分
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
朗
読

な
の
で
、
セ
リ
フ
以
外
の
部
分
も
語
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
難
し
さ
は
あ
り
ま
す
ね
。

た
だ
、
一
人
ゆ
え
に
膨
ら
ま
せ
方
は
無
限
大

で
す
。
相
手
方
が
あ
る
お
芝
居
だ
と
、
演
技

に
突
飛
な
変
化
は
付
け
づ
ら
い
の
で
す
が
、

こ
の
舞
台
で
は
、
私
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
が
出

来
上
が
る
と
、
だ
ん
だ
ん
登
場
人
物
が
動
き

出
し
て
い
く
。
舞
台
に
立
つ
た
び
に
、
少
し

ず
つ
で
す
が
、
熟
し
て
い
く
と
い
う
か
、
成

長
し
て
い
る
実
感
が
あ
り
ま
す
。
一
人
芝
居

の
醍
醐
味
で
す
。

本
当
の “

大
人
の
恋”

に

ど
っ
ぷ
り
浸
る

―
 

お
雪
の
印
象
は
い
か
が
で
し
た
か
？

昔
の
女
性
っ
て
、
決
め
ら
れ
た
役
割
の
中
で

生
活
を
し
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
お
雪
は
違
い
ま
す
。
子
ど
も
も
い
な
い
未

亡
人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
引
き
ず
る
も
の
が
無

か
っ
た
ん
だ
と
思
う
の
で
す
。
心
も
、
置
か
れ

て
い
る
身
の
上
も
自
由
。
自
分
の
気
持
ち
に
素

直
に
動
け
る
、
現
代
の
女
性
に
通
じ
る
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
非
情
な
リ
ア
リ

ス
ト
と
い
わ
れ
る
土
方
歳
三
と
も
、
恋
が
で
き

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
お
雪
が
土
方
を

語
る
と
、も
う
ひ
た
す
ら
カ
ッ
コ
い
い
男…

…

。

お
客
様
も
お
雪
と
一
緒
に
土
方
歳
三
に
惚
れ
る

と
思
い
ま
す
よ
。
最
近
の
ド
ラ
マ
は
ど
こ
か
子

ど
も
っ
ぽ
い
と
感
じ
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
紛

れ
も
な
い
大
人
の
恋
。
お
楽
し
み
に
！

新
選
組

土
方
歳
三
が
愛
し
た
女
、

　
お
雪
の
物
語

　
　
　
大
人
の
恋
は
、

　
　
切
な
い
か
ら
こ
そ
面
白
い

唯一の共演者・ピアノ宮川彬良さんが奏でる音
実は『燃えよ剣』を読んだことが無かったという宮川彬良さん。初日に稽古を見てイ
メージを湧かせ、その場で作曲してしまいました。その音楽が素晴らしく、スタッフを驚
かせたとか。そんな宮川さんの音楽にも大注目です!

原
作
フ
ァ
ン
を
も
驚
か
せ
る
、

“

お
雪
が
語
る”

土
方
歳
三
と
の
逢
瀬

―
 

『
燃
え
よ
剣
』
の
、
し
か
も
お
雪
を
メ

イ
ン
に
し
た
朗
読
劇
の
オ
フ
ァ
ー
を
も
ら
っ

た
時
は
、
ど
う
思
い
ま
し
た
か
？

「
司
馬
遼
太
郎
の
作
品
で
、
私
が
主
役
？
」

と
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
お
話
に
驚
き
ま
し
た
。

司
馬
先
生
の
作
品
と
言
え
ば
、
男
性
の
主
人

公
が
描
か
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

か
ら
。
そ
れ
が
劇
作
家
・
笹
部
博
司
さ
ん
の

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
に
よ
り
、
土
方
歳
三
の
恋

人
・
お
雪
の
目
線
で
『
燃
え
よ
剣
』
を
物
語

る
と
い
う
、
朗
読
劇
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ん

取
材
＝
ス
タ
ッ
フ 

相
馬
加
奈
子

テ
キ
ス
ト
＝
ス
タ
ッ
フ 

後
藤
友
介

六
月
二
十
四
日
＠
東
京
・
芸
能
花
伝
舎

新
選
組
・
土
方
歳
三
の
人
生
を
描
い
た
名

作
『
燃
え
よ
剣
』。
そ
の
史
実
を
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
に
仕
立
て
た
本
作
は
、
司
馬
遼
太
郎
が
生

み
出
し
た “

お
雪”

と
い
う
想
像
上
の
登
場
人

物
に
よ
り
、
さ
ら
に
深
み
の
あ
る
物
語
と
な

り
ま
し
た
。
本
公
演
は
、
女
優
・
十
朱
幸
代

さ
ん
が
お
雪
と
し
て
舞
台
に
立
ち
、
二
人
の

恋
路
を
物
語
る
と
い
う
、
ま
っ
た
く
新
し
い

形
の
朗
読
劇
で
す
。
波
乱
に
満
ち
た
二
人
の

人
生
、
け
れ
ど
も
純
粋
で
、
ど
こ
か
色
気
の

あ
る
大
人
の
恋
。
十
朱
幸
代
さ
ん
に
、
舞
台

の
魅
力
を
伺
い
ま
し
た
。

朗読劇 司馬遼太郎「燃えよ剣」 ～土方歳三に愛された女、お雪～
9/19（土） 15:00～ （開場は30分前）  ｜ 春日井市東部市民センター
［料金］¥3,800、PiPi会員¥3,500、学生券（25歳以下）¥1,500
全席指定、当日券同額、未就学児入場不可

［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、電話＆インターネット予約、チケットぴあ
（Pコード444-361）、名鉄ホールチケットセンター（052-561-7755）

目には見えない、
心の中に広がる物語
相手役も美術セットもない、簡素な舞台上
にも関わらず、女優の語りで観客をグイ
グイと名作の世界に引き込んでいく本
舞台。ため息や目線の配り方ひとつひ
とつが、主人公の生き様をまざまざと表
現し、それに呼応するように、ピアノの
繊細かつ情熱的な生演奏が、物語
の情景を一気に広げていきます。こ
の不思議な感覚はライブでしか味わ
えませんよ!

― 新選組が大好きな、財団スタッフ
の歴女たち。『燃えよ剣』の“萌え”ポイ
ントを聞いてみました。
A：やっぱり、男たちの友情。幼馴染と
運命を共有するとか、萌えるわ～。

B：土方は影のサポート役というイメー
ジがあるけれど、ほろっと弱さを見
せるところに母性本能をくすぐられる
んですよ。

C：お雪が登場した途端、土方をリアル
に生々しく感じました。物語の中の
人だけじゃなく、本物の人間だった
んだって、お雪が教えてくれるんです。

― 土方とお雪、二人については？
B：土方って普段怖いけど、お雪の前
ではカワイイ男だよね。

A：もしかしてツンデレ！？（笑）
B：一途な想いを持っている土方。そん
な彼を、情はあっても追いすがらな
いのがお雪さん。未亡人だからこそ、
いろんなことを諦めているのかもしれ
ないですね。

C：二人は“ 愛し合う ”というよりも、
寂しさ、心の穴を共有している感じ。

B：土方にとってお雪は“隣に住んでる
お姉さん”的な存在なのよ。安心で
きるというか。

A：その距離感、色っぽいですね。
C：女は港のようなもの、なんです。

財団歴女の座談会

萌えよ剣

©Mikako Ishiguro

で
す
。
こ
の
作
品
と
の
出
会
い
は
大
切
に
し

た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
長
い
間
、
お
芝
居

を
や
っ
て
き
た
集
大
成
を
見
せ
ら
れ
る
、
そ

ん
な
作
品
な
ん
で
す
。

は
じ
め
て
台
本
を
読
ん
だ
と
き
、
お
雪
と

い
う
一
人
の
女
性
か
ら
み
た
土
方
歳
三
が
、

と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。
土
方
は “

男

の
中
の
男”

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
よ

ね
。
剣
豪
で
ニ
ヒ
ル
で
。
で
も
、
お
雪
と
い

う
女
性
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
土
方
と
い
う

男
は
、
ピ
ュ
ア
で
人
間
味
が
あ
っ
て
、
思
わ

ず
寄
り
添
い
た
く
な
る
男
性
な
ん
で
す
。
こ

の
ギ
ャ
ッ
プ
、
世
の
女
性
に
と
っ
て
は
、
た

ま
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

スタッフ 藤江真子の
ちょっと言わせて！

劇作家・笹部博司さん
取材中に現わる!
『身毒丸』『百物語』などの名舞台を手掛け、本公演では企画・
台本・演出を務める笹部博司さんが、十朱さんの取材中に急
遽ジョイント! 嬉しいハプニングに乗じて、コメントを頂きました。
「初演からほぼ全ての公演を見ています。変な言い方ですが、
“今回は良かったですね”って、いつも十朱さんに言うんです。
今までの舞台が悪かったという意味ではありません。とにかく、回
を重ねるごとに良くなっていく。十朱さんは、お雪という役を演じ
ながら、お雪という人生そのものを、丁寧に生き抜いている。だ
から、いつも新しい発見があるんだと思います」

十朱幸代
インタビュー

写真：長谷川洋三4 3


